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★★★ （1）　

★★★★ （2）　

★★★★ （3）　

　　ア　ホニュウ類　　　イ　ハチュウ類　　　　ウ　魚類　　　エ　両生類

★★ （4）　
化石や現存する生物のからだのつくりから、生物は長い時間をかけて、多くの世代を重ねながら変化し
ていくと考えることができる。このことを何という、書きなさい。

セキツイ動物の骨格を調べると、図のようにヒトの手と腕にあたる部分があることがわかる。このよう
に、外形やはたらきが異なっていても、もとは同じでそれが変化したものだと考えると、図のような対応
関係がうまく説明できる。（1）～（4）の各問いに答えなさい。

カエルやワニの前あし、スズメやコウモリのつばさ、クジラの胸びれの骨格のように、同じものから変化
したと考えれるからだの部分を何というか。その名称を書きなさい。
（1）の中には、たとえばヘビやクジラの後ろあしのように、はたらきを失ってわずかに形だけが残ってい
るものもある。このようなからだの部分を何というか。その名称を書きなさい。

ドイツ南部の古い地層から発見された動物の化石の一つに、始祖鳥がある。始祖鳥のからだのつくり
から、あるグループと鳥類の中間の生物と考えられる。そのグループとして最も適当なものを、次のア
～エの中から一つ選び、記号を書きなさい。

目標時間

10分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

5.生物の進化

単元2 動物の生活と生物の進化

1

（3）（2） （4）（1）

合計日付
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